１　件名　第１２回コミュニティ審議会 会議録
２　日時　平成１９年９月２７日(木)午後１時３０分～４時３０分
３　場所　庁議室
　４　出席者　相川征治会長、狼正久委員、川嶋英幸委員、小林勝治委員、鈴木智子委員、三橋清哉委員、阿部洋己委員、河村栄夫委員、梅谷秀治委員、内田道子委員、黒崎康光委員、鮫島正子委員、海老原乃江委員・・・（１３名）
　　欠席者　南哲子委員、鈴木輝隆委員、長岡みつ江委員・・・（３名）

　　事務局　コミュニティ課 海老原次長、小野寺課長補佐、兼子係長、佐久間主査、加藤事務員
　５　概　要
（１）開　会
（２）新たなコミュニティ形成を図る対応策について
　　①最終答申について
　　②その他
（３）閉　会
会議内容

　事務局　　ではこれより流山市コミュニティ審議会を開会いたします。会長お願いいたします。

会長　　本日の出席状況ですが、出席者１３人、欠席者３人でありまして、流山市附属機関に関する条例第５条の規定に基づき、半数以上の出席がございますので、会議は成立していることを報告いたします。

　　　　　　委員からペーパーが出されていますので、後で説明いただきたいと思います。前回いただいた委員のペーパーも参考にさせていただきたいと思います。
　　　　　　前回（一週間前の勉強会）と、訂正、修正、その他ありますが骨子は変わっていません。あと一回１０月に入って、起草部会を１０月の４日にとってありますので、そこで微調整はさせていただきますが、基本的には今日、一応これでいきましょうというものを固めたいと思います。そして４日に微調整、１０日には市長に手渡すという段取りでいきたいと思います。１０日は市長に１時間程時間をいただいておりますので、答申の説明と皆さんとの意見交換を、一応最後ですからそんな時間を持ちたいと思っております。

前回お願いしましたように、今日披瀝されるお考えもあろうかと思いますので、言っていただいてベターなものを作れればと思っています。
　　　　　　それと体裁を、本文と別紙と資料ということで、従来は表と言っていましたが、表以外もあるということで資料としまして、それぞれに見出しをつけました。全体は三層構造、三層で一体をなすということで、全部で答申であるということです。
　　　　　　では委員お願いします。

委員　（答申案訂正部分について説明）
会長　　ありがとうございました。では委員、委員、ペーパーについて説明をお願いします。

委員　（資料に基づき答申案の体裁、表現について訂正意見）

委員　（同資料に基づき訂正意見）

　　　　（以降体裁、表現について議論）
会長　　大体意見が出ましたが、また皆さんそれぞれ見てください。それで起草部会をもう一回やりましょう。やはり最終、体裁を整えて。誤字脱字があったりしますから。その辺はお任せいただいてよろしいですか。
　　　　（異議なし）
会長　　ではお疲れ様でした。ありがとうございました。
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